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「 
佐  
 々 
木 
」
は
、
成
羽
町
佐
々
木
、

さ 

さ 

き

領
家
川
が
成
羽
川
に
合
流
し
湾
曲

し
て
流
れ
て
、
河
成
段
丘
が
細
長

く
続
く
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　
 
鵠 
ノ
森
山
（
四
七
二
ｍ
）の
北
麓

こ
う

の
国
道
三
一
三
号
に
沿
っ
て
集
落

が
点
在
し
、
耕
地
も
狭
く
わ
ず
か

ば
か
り
の
畑
と
水
田
が
分
布
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
人
々
は
古
く
か
ら

狭
い
耕
地
や
土
地
を
守
り
利
用
し

て
き
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
努
力
の

跡
が
し
の
ば
れ
る 
猪  
垣 
（
し
し 
囲 

し
し 
が
き 

が
こ

い
、 
獣  
垣 
）
が
一
〇
〇
〜
一
二
〇
ｍ

し
し 
が
き

の
等
高
線
に
沿
っ
て
約
六
〇
〇
〜

七
〇
〇
ｍ
に
わ
た
り
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
石
垣
の
高
さ
一
･
五
〜
二

ｍ
、
幅
〇
･
五
〜
一
ｍ
、
た
く
さ
ん

の
山
石
を
積
み
上
げ
、
山
の
斜
面

か
ら
駆
け
降
り
た 
猪 
が
石
垣
に
ぶ

い
の
し
し

つ
か
る
と
い
う
、
す
な
わ
ち
「 
猪  
突 

ち
ょ 
と
つ

 
猛  
進 
」
の
特
技
（
？
）
な
の
か
、
山
か

も
う 
し
ん

ら
出
て
来
て
も
石
垣
は
越
せ
な
い

と
い
う
泣
き
ど
こ
ろ
に
通
じ
る
わ

け
な
の
で
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和

の
時
代
に
は
地
域
の
人
々
が
労
力

を
出
し
合
っ
て
補
修
し
て
き
た
も

の
で
、
こ
れ
だ
け
立
派
な
猪
垣
が

残
っ
て
い
る
地
域
は
珍
し
く
、
貴
重

な
文
化
遺
産
な
の
で
す
。

　

承
久
の
乱
（
承
久
三
年
＝
１
２

２
１
）
の
と
き
、
佐
々
木
四
郎 
信  
綱 

の
ぶ 
つ
な

が
幕
府
方
の
京
都
攻
撃
に
参
戦

し
、
宇
治
川
の
戦
い
で
先
陣
を
遂

げ
功
が
あ
っ
た
の
で
、
幕
府
に
恩
賞

と
し
て
、
備
中
の
こ
の
地
を
与
え
ら

れ
て
城
を
築
い
た
（「
備
中
府
志
」・

「
備
中
集
成
志
」・「
川
上
郡
誌
」
な

ど
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も

佐
々
木
の 
上 
の
道
路
脇
に
信
綱
の

か
み

墓
と
伝
え
ら
れ
る
石
の
碑
が
あ
り

ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
時
の
城
は 
鵠 
ノ
森
山
（
高

こ
う

盛
山
）
城
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
元

弘
年
中
（
一
三
三
一
〜
三
六
）に
は

 
蓮  
池 
和
泉
九
郎
が
城
主
だ
っ
た
の

は
す 
い
け

で
蓮
池
の
城
と
も
い
わ
れ
た
（「
備

中
集
成
志
」）
よ
う
で
す
。
そ
し
て

天
正
年
中
（
一
五
七
三
〜
九
二
）に

は
三
村
方
の
有
安
数
馬
が
毛
利
と

戦
っ
て
落
城
し
た
と
い
う
こ
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
「
正
保
郷
帳
」（
正
保

二
〜
三
年
＝
一
六
四
五
〜
六
）
に

は
「
佐
々
木
村
」
高
一
四
六
石
余

り
、枝
村
に 
紫  
藤 （
志
藤
）村
・
吉
木

し 

と
う

村
・
用
瀬
村
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）に
は
成
羽

藩
領
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）

幕
府
領
と
な
り
、
万
治
元
年
（
一
六

五
八
）
旗
本
山
崎
（
の
ち
成
羽
藩
）

領
と
な
り
ま
し
た
。「
天
保
郷
帳
」

で
は
、
村
高
一
九
八
石
余
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）〜
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
頃
の
「
旧
高
旧

領
取
調
帳
」
で
は
二
一
三
石
余
り

と
な
っ
て
い
て
村
高
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

に
は
枝
村
だ
っ
た
志
藤
・
用
瀬（
富

家
村
）や
吉
木（
手
荘
村
）が
別
れ
、

佐
々
木
村
大
字
本
村
は
下
原
村
と

合
併
し
て
東
成
羽
村
大
字
佐
々
木

と
な
り
ま
し
た
。
後
、
明
治
三
四

年
（
一
九
〇
一
）
か
ら
成
羽
町
の
大

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
「
佐
々
木
」
に
は
高
瀬
舟
の

船
頭
集
落
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
点
々
と
幕
末
か
ら
明
治
時
代

に
高
瀬
舟
に
乗
っ
て
船
稼
ぎ
を
し

て
い
た
と
い
わ
れ
る
家
が
あ
っ
て
、

船
頭
集
落
だ
っ
た
名
残
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
地
域
な
の
で
す
。
こ
の
地

域
の
氏
神
は
、 

八  
千  
戈 
神
社
で
多

や 

ち 

ほ
こ

く
の 
矛 
を
持
つ
神
、す
な
わ
ち 
武  
威 

ほ
こ 

ぶ 

い

の
神
名
を
持
つ 
大  
国 

お
お 
く
に 

主 
ぬ
し
の 

命 
み
こ
と（ 

大  
己 

お
お 
な
む

 
貴  
神 
）

ち
の 
か
み

や
、
か
ま
ど
の
神 
奥  
津 

お
き 

つ 
彦 

ひ
こ
の 

命 
み
こ
と

を
祀
る
神
社
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
佐
々
木
の 
下 
に
は
大
き
な

し
も

自
然
石
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と

書
か
れ
、 

法  
華 

ほ
っ 

け 
経 
を
写
し
地
に
埋

き
ょ
う

め
た
と
い
う
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
建
立
の 
一  
字  
一  
石 
塔
（
写
経

い
ち 

じ 

い
っ 
せ
き

塔
）が
道
の
脇
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

「
佐
々
木
」
と
い
う
地
名
の
由
来

に
は
諸
説
が
あ
っ
て
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
①
に
は
北
条
氏
に
従
っ

て
宇
治
川
の
戦
い
で
殊
勲
の
あ
っ
た

鎌
倉
時
代
の
武
士
・
佐
々
木
信
綱

が
備
中
に
加
増
地
を
も
ら
っ
た
こ

と
か
ら
「
佐
々
木
」
と
名
付
け
た
②

に
は
、
地
形
上
か
ら
「 
洲  
崎 
」
が
転

す 

さ
き

化
し
た
も
の
（「
成
羽
町
史
」「
備
中

府
志
」）
③
に
は
、
地
形
の
特
色
か

ら
き
た「 
狭  
狭 （
狭
い
・
小
さ
い
意
）

さ 

さ

 
城 
」
か
ら
転
化
し
た
も
の
④

き

「 
細 

さ
さ

 
木 
」の
意
味
を
表
す
地
名
⑤
は
、

き
「 
笹  
木 
」と
同
じ
地
名
で
小
高
い
と

さ
さ 

き

こ
ろ
を
意
味
す
る
地
名
⑥
に
は
、

川
の
瀬
を
表
わ
す
「
ざ
さ
」
か
ら
き

た
地
名
だ
と
い
う
説
な
ど
多
く
の

説
が
考
え
ら
れ
て
、
地
名
の
難
し

さ
を
感
じ
る
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

三
十
二　

佐
々
木

成羽町新山から「佐々木」を望む

「佐々木」付近（国土地理院２５,０００分の１「高梁」から）

※４月号「地名をあるく」　４段目１０行「 小  谷 ヶ 市 」は、こやがいちとも呼ばれています。
お だに いち � � � � �



平成19年（2007）６月〈１５〉

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原→

鶴鳴保育園→市営栄町住宅→妙見町堀江

宅横→雇用促進住宅→黒川商店（日名地

区）→枝中央地区→成美保育園

午　前

9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区→

小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫地区

→吹屋保育園→吹屋小学校→向井商店

（坂本地区）→田原保育園 

午　後

１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
２日�，９日�，１５日�，１６日�，２３日�，３０日�

開館時間

　自衛隊も、からすも、女帝論

も、硫黄島も、桜吹雪も、 田  螺 
た にし

殿もあり。ユーモアに富み、ウ

イットをきかせ、あるべきさま

を語り、なすべきことを説く随

筆の醍醐味。美しい日本語がこ

こにあります。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１９日�

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前２０日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２４日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中組二公会堂前

２７日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
３１日�

一般書
エレガントな象
� 続  々葭 の 髄 から �

よし ずい

阿川弘之：著
文藝春秋

7月10日（火）　7月24日（火）

　もっとも強い毒を持って
いる生き物は？恐竜はどう
していなくなったの？生き
もの・科学・宇宙・歴史のジ
ャンル別クイズ。キミはいく
つ分かるかな？世界の謎と
不思議を解き明かせ！夢水
清志郎の短編小説３本も収
録。

児童書

夢水清志郎に挑戦！
名探偵ものしりクイズ
はやみねかおる＆
青い鳥文庫編集部：作
講談社

休館日

9：00～17：00

たなばたまつり 
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

７日�

ビデオ「そんごくう」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１４日�

おりがみあそび 「かに」２１日�

きりがみあそび
「網でパチャパチャ金魚すくい」

２８日�

�月

☆臨時休館のお知らせ

　館内改修工事のため、７月19日(木)まで臨時休館

します。休館中ご迷惑をお掛けしますが、ご協力

お願いします。

　なお、移動図書館「うぐいす号」は運行します。

（休館期間は、工事の進捗状況により変更する場合があります。）


